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研究成果の概要（和文）： 

アメリカ合衆国における社会科グローバル学習の実践的側面と理論的側面を学習論の視点か

らその展開を体系的に明らかにすることを目的とする。実践的側面は，カリキュラムや授業の

構成やその考え方を指し，理論的側面は，実践的側面を支える提唱者の教育思想や教育論を指

す。それらを，時間軸，空間軸，社会軸を駆使しながら，学習論の観点から類型化し，それら

の展開の体系的，系統的な解明をはかった。 

 
研究成果の概要（英文）： 

 This research analyzed the theory and practice of global studies of social studies education in the 

United States. In particular, I focused on development of theories and practices of global studies. I used 

3 concepts “Time”, “Space”, “Society” in systematic classification of global studies of social studies 

education.  
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１．研究開始当初の背景 

 第一に，社会科グローバル学習としてのカ
リキュラム・実践収集及び分析の不足を指摘
できる。 

 本研究には，日本において実践されている
「社会科グローバル学習」を正当に評価でき
るものにしたいという意図がある。日本にお
ける社会科系教科において，グローバル社会
を題材とした学習やグローバルな市民の育
成を主眼とした学習はなされてきた。しかし，

それらを位置付ける「グローバル学習」とい
う枠組みが明確でないため，それらのカリキ
ュラムや実践は，本来の評価を得られること
ができなかった。また，社会認識教育として
なされた実践やカリキュラム編成も，国際理
解教育やグローバル教育という枠組みで説
明されてきた。それは，必ずしも社会認識教
育の原則と一致しないため，正当な評価を得
られるものではなかった。 

第二には，日本の近未来像としてのアメリ
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カ合衆国における社会科グローバル学習と
言う側面を指摘できる。 

本研究には，近未来の日本の鏡としてアメ
リカ合衆国を位置付け，その社会科グローバ
ル学習から示唆をえるという意図がある。日
本においても，経済や政治をはじめ様々な分
野においてグローバル社会の影響を受けて
いる。また，国内においても多民族化や多文
化化が進展し，グローバル社会化している。
日本の先行地をアメリカ合衆国とし，さらに，
そこでの先行的な社会科グローバル学習を，
まず思想・教育論・学習論・カリキュラム論
など体系的に明らかにし，その系統的な展開
を解明したい。そして，日本内外での将来を
担う次世代の育成の方途に示唆をえたい。 

 第三には，社会認識教育論の視点からアメ
リカ合衆国における社会科グローバル学習
を研究している永井滋郎氏，今谷順重氏，金
子邦秀氏，中村哲氏，藤原孝章氏らの先行研
究，グローバル教育の視点からそれを研究し
ている魚住忠久氏，石坂和夫氏，加藤幸次氏，
大津和子氏らの先行研究，申請者が行った一
連の研究，そして，平成 15 年度科学研究費
補助金をえて行った「アメリカ合衆国におけ
る社会科科目「世界文化」の成立・展開に関
する研究」での成果を吟味していくと，アメ
リカ合衆国における社会科グローバル学習
のカリキュラムや実践は確かに存在し，それ
を紹介することはなされてきた。しかし，そ
れらを説明する，特に，学習論（なぜグロー
バルなのか，地理学習や歴史学習，公民学習
等との違いは何か，）の解明が十分なされて
いないことが判明した。 

 

２．研究の目的 

 アメリカ合衆国における社会科グローバ
ル学習のカリキュラム・単元等の授業，提唱
者の著作等を日米両国内において再整理す
る。日本国内に紹介されていないものを米国
にて収集する。また，各カリキュラム・単元
の提唱者等へは聞き取り調査を実施し，その
教育思想等をインタビュー調査結果として
収集する。その収集したものを，学習論の視
点から，分析し，類型化し，アメリカ合衆国
における社会科グローバル学習の実践と理
論の展開を体系的に明らかにする。それらを
国内外の学会等で報告し，批判に耐えうるも
のにしていき，社会科グローバル学習論の展
開の体系的な解明をより明確にし，世に問う。 

 アメリカ合衆国における社会科グローバ
ル学習に関して，グローバル教育論から収集，
紹介，分析されてきた。国際理解教育とは異
なる，あるいは同様な教育論のアンブレラ概
念としてグローバル教育に注目し，それらに
あたるカリキュラムや授業実践，その学習論
や教育論を収集，紹介，分析してきた。この
研究は，当時の日本にはなかった教育論や潮

流，その実践的側面を紹介し，知らしめたと
いう点では評価できる。一方，紹介されたも
のの多くは社会認識教育のそれでありなが
ら，その原則に基づく分析になっておらず，
社会認識教育としての位置付けがなされな
かった。 

そのため，社会科グローバル学習へは，社
会認識教育でありながら，その枠組みでは説
明されてこなかった。よく位置付けても，「周
辺」「社会科関連教育」というものであった。
グローバル社会論やシティズンシップ論，国
際関係論などに関する社会諸科学が発展し
ている今，これらの手法を参考にしながら，
社会認識教育の中に「正当に」位置付けるた
めの，枠組みを提示する必要がある。 

アメリカ合衆国における社会科グローバ
ル学習の体系的収集，類型と系統的展開の必
要性のためにも，多くのカリキュラムや授業
実践の蓄積のあるアメリカ合衆国における
社会科グローバル学習をなるべく多く収集
し，それを分析し類型化することで，社会科
グローバル学習の枠組みが明らかとなると
考える。そして，アメリカ合衆国における社
会科グローバル学習論の展開から日本の社
会科グローバル学習に示唆をえる視点を抽
出できると考える。 

 

３．研究の方法 

 平成 22 年度は次のことを行う。 
(1)社会認識教育論の視点からのアメリカ

合衆国における社会科グローバル学習に対
する先行研究，グローバル教育の視点から先
行研究，申請者の先行研究を吟味する。 

(2)アメリカ合衆国における社会科グロー
バル学習のカリキュラム・単元等の授業の収
集，提唱者等の著作等の収集と聞き取り調査
を，日米両国内において収集する。 
平成 23～24 年度は次のことを行う。 
(3)収集した実践的側面，理論的側面の分

析，類型化，アメリカ合衆国における社会科
グローバル学習論の展開を明らかにする。 

(4)国内外の学会等での報告と系統的な展
開の解明を世に問う。 
 
４．研究成果 
 平成 22 年度は，(1)社会認識教育論の視点
からのアメリカ合衆国における社会科グロ
ーバル学習に対する先行研究，グローバル教
育の視点から先行研究，申請者の先行研究を
吟味すること，(2)アメリカ合衆国における
社会科グローバル学習のカリキュラム・単元
等の授業の収集，提唱者等の著作等の収集と
聞き取り調査を，日米両国内において収集す
ること，を行った。 

(1)については，社会科教育とグローバル
教育の関係を中心に吟味し，両者における重
なりが社会科グローバル学習として結実し



ていることを明らかにできた。(2)の日本国
内での収集においては，永井滋郎氏，魚住忠
久氏，今谷順重氏，金子邦秀氏などの著作と，
収集されていたアメリカ合衆国社会科グロ
ーバル学習のカリキュラム・単元等やそれら
に関する文献を収集することができた。(2)
のアメリカ合衆国内での収集においては，ベ
ッカー(James M. Becker)，ケンライヒ(Todd  

W. Kenreich)，メリィーフィールド(Merry M. 

Merryfield)，メイヤー(John Myers)，パーカ
ー(Walter C. Parker)などの著作と，収集され
ていたアメリカ合衆国社会科グローバル学
習のカリキュラム・単元等やそれらに関する
文献を収集することができた。(2)の聞き取
り調査では，バートン(Keith C. Barton)，ケン
ライヒ，メリィーフィールド，パーカー，ソ
ーントン(Stephen J. Thornton)などから聞き
取り調査をすることができた。 
平成 23 年度は，(1)アメリカ合衆国におけ

るグローバル教育の視点からの先行研究の
整理，(2)アメリカ合衆国における社会科グ
ローバル学習のカリキュラム・単元等の授業
の収集，提唱者等の著作等の収集と聞き取り
調査を，日米両国内において収集すること，
(3)収集した実践的側面，理論的側面の分析，
類型化，アメリカ合衆国における社会科グロ
ーバル学習論の展開を明らかにすること，
(4)アメリカ合衆国の学会で報告をすること  
の４点を行った。 

(1)について，アメリカ合衆国におけるグ
ローバル教育の歴史的展開を再確認し，公的
カリキュラムへのグローバル教育の影響に
関する部分の研究が必要であることを明ら
かにできた。(2)について，２回カリフォル
ニア州の州都サクラメント市を訪問し，過去
の同州社会科フレームワーク，郡，学区レベ
ルの公的カリキュラムを収集するとともに，
複数の学校を訪問し，社会科グローバル学習
の授業を観察し，その実態を調査することが
できた。(3)について，(2)の収集と聞き取り
との関連で，ケンライヒ，メイヤー，パーカ
ーなどと，アメリカ合衆国のグローバル学習
の歴史について研究成果を交流し，歴史的に
位置づけた。(4)について，The 91st National 

Council for The Social Studies Annual 

Conference, College and University Faculty 

Assembly にて，Global Education in the East and 

West: Perspectives from Japan and the United 

States － An Intellectual History of Global 

Education in Japan－と題した報告を行った。 
 平成 24 年度は，国内の学会等での報告な
どを通して，収集した実践的側面，理論的側
面の分析，類型化，アメリカ合衆国における
社会科グローバル学習の展開の解明につと
めることを行った。 
 学会報告では，「1970 年代米国において提
唱されたグローバル教育とその学習論 －

James M. Becker のグローバル教育論の再検
討－」（日本グローバル教育学会），「アメリ
カ合衆国におけるグローバル教育の進展と
NCSS の対応」（日本社会科教育学会），「米国 
におけるグローバル教育提唱以前の世界に
関する学習論」（全国社会科教育学会）を行
った。 
 これら３カ年の研究を通して次のことが
言えよう。アメリカ合衆国における社会科グ
ローバル学習は，大きく３つの展開を経てい
る。成立期には，世界を中心に据えた教育
(World-Centered Education)を提唱し，容の観
点として，「世界中心」，「世界情勢または外
交政策研究」，「世界文化または地域学習」の
３つを提示している。そして，アメリカ合衆
国内における身近な地域にひそむグローバ
ルな内容を取り上げるものであった。展開期
には，反省的探究を重視している社会科教育
論，あるいは，その教育論者は，その社会科
を充実させる可能性を保持しているグロー
バル教育にアプローチしていったと考えら
れる。グローバル教育は，社会科として取り
上げる社会問題も単純に空間拡大するので
はなく，重層構造を持ったものとなる学習を
可能にした。最近においては，アメリカ合衆
国内における多様性と統一性の止揚するも
のとして，グローバル学習論が位置づいてい
る。 
 また，シンガポールにおけるアメリカ合衆
国社会科グローバル学習論の影響に関する
調査を行うことができた。日本のみならずア
ジアの多くの社会認識教育はアメリカ合衆
国のそれの影響を受けている。そのような国
際関係における影響と受容の関係から，アメ
リカ合衆国社会科グローバル学習論の展開
の体系化に迫るという新たな課題が発見で
きた。 
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